
Deep tech J-Startup Pitch in Meet up Chubu

『お米のプラスチック”ライスレジン”が解決する環境と社会課題』

バイオマスレジン南魚沼
奥田 真司



自己紹介

株式会社バイオマスレジン南魚沼 社長執行役員
奥田 真司（おくだ しんじ）

高知県出身

2006年、青山学院大学 経営学部経営学科卒。

同年、野村證券株式会社に入社。国内営業拠点での富裕層向けリテール業務、
上場企業を含む法人向けコンサルティング業務、また本社での戦略企画業務に従事。

2020年3月に野村證券を退職。同年5月にバイオマスレジングループに参画、
2022年4月 株式会社バイオマスレジン南魚沼の社長執行役員に就任、現在に至る。
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バイオマスレジン南魚沼 会社概要
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会 社 名 ：株式会社 バイオマスレジン南魚沼

設 立 ：2017年11月15日

所 在 地 ：新潟県南魚沼市寺尾1300

※バイオマスレジンHD 100％出資子会社

従 業 員 数 ：20名（兼務者、非常勤取締役含む）

事 業 内 容 ：国産バイオマス資源（非食用米）を活用したプラスチック樹脂原料の製造・販売

◆2018年3月
バイオマスレジン製造装置 稼働開始

◆2020年4月
バイオマスレジン製造装置 増設稼働開始
（令和元年 環境省補助事業）

生産ライン 2ライン（標準ライン＋小規模ライン）
生産能力 年間2,000トン

◆2021年5月
J-Startup NIIGATA に選定 ©️2022 Biomassresinhd Co.,Ltd All Rights Reserved



当社グループの取り組み
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バイオマスレジングループのパーパス
『お米×テクノロジーで社会課題を解決する』
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解決に取り組む社会課題① 「プラスチックによる環境問題」
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日本政府の方針

環境省、経済産業省、農林水産省、文部科学省と合同で、「バイオプラスチック導入ロードマップ」を策定
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なぜ「お米」でプラスチックか？

⚫世界のバイオマスプラスチック

⚫ アメリカ：トウモロコシ（PLA）

⚫ ブラジル：サトウキビ（BioPE）

⚫ ヨーロッパ：木質系・でんぷん系

それぞれ国家戦略作物で、バイオエタノールを抽出し、
ガソリンの代替えとして使用。
一部がバイオマスプラスチック原料として展開。

海外に依存せず、国内で安定的・定量的に
確保が出来る穀物は何か？

『お米』

都道府県別のヒートマップ（米の収穫量が多い順）
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我々のソリューション 〜ライスレジン/ネオリザ〜



食用に適さないお米を使ったバイオマスプラスチック「ライスレジン」

©️2022 Biomassresinhd Co.,Ltd All Rights Reserved 10



国産生分解性プラスチック「ネオリザ」

生分解が進むと

自治体と協働で生分解性プラスチック「ネオリザ」のごみ袋を使い
ごみを収集し堆肥化する実証実験を実施済み（熊本県水俣市）
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政府は、使い捨てプラを2022年４月から削減義務化

スプーンや歯ブラシなど１２品目 -有料化や代替素材へ切り替え-

政府の規制対応１２品目
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商品化事例
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商品化事例
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■南魚沼市に加え、魚沼市、新潟市（令和5年度・20リッターから）採用へ

指定ゴミ袋の採用自治体 拡大中
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・地域社会の活性化解決に取り組む社会課題② 「日本国内の農業課題」
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全国に広がる耕作放棄地を水田に！！ Only one company

熊本県：モスファーム熊本（八代市）
佐賀県：新潟市西蒲区内（鹿島市）
鹿児島県：新潟市西蒲
沖縄県：新潟市西蒲

兵庫県：新潟市西蒲区内（淡路市）

愛媛県：新潟市西蒲区内６
（三条市）

新潟県：新潟市西蒲区内６農業法人連合
新潟県：新潟市西蒲区内６農業
新潟県：新潟市西蒲区内市西（三条市）
新潟県：People・第一生命農場（南魚沼市）
石川県：新潟市西
福井県：新潟市西
滋賀県：新潟市西蒲区内６農業
滋賀県：新潟市西蒲区内６農

山形県：新潟市西蒲
山形県：新潟市西蒲区内（酒田市）
宮城県：新潟市西蒲区

愛知県：新潟市
三重県：新潟市西蒲区内

北海道：新潟市西（旭川市）
新潟市西蒲区内６（苫小牧市）

2025年までに水田復活 １万ha

広島県：新潟市西蒲（北広島市）

福島県浪江町でバイオマスプラスチック原料米の生産
本格稼働開始
（２０２５年までに４００h a計画中/浜通りエリア）

全国に広がる耕作放棄地を水田に！！
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政府所有米穀（備蓄米）の特別販売制度もスタート
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■2024年より、政府所有米穀（備蓄米）の安価・安定的な購入が可能に



未来へのチャレンジ
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国内での製造拠点の拡大

原料調達
米ヌカ高度利用

標準ライン：1   1,000〜1,500t / 年

2022年3月 稼働開始

2022年11月 稼働開始
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2018年3月 稼働開始
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出口の拡大へ

バイオマスプラスチックを取り巻く競争環境、バイオマスレジンの優位性

→ 10万トンへ



海外での「生分解性プラスチック市場への展開」

余剰米を活用した生分解性プラスチック樹脂の
製造及び普及による海洋汚染緩和のための案件
化調査

アフリカ環境問題改善に資する包装資材・
原料の普及促進に向けた協業とパートナー
シップ事業協力

JICA（独立行政法人国際協力機構）事業採択

UNIDO ( 国際連合工業開発機関) 連携事業 22



関係先からの評価・支援
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SDGsへの貢献
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